検討の論点について
～未遂者への継続的支援の取組をすすめるために～

１　取組の進め方について

○救急医療機関と精神科医療機関の連携を推進するにはどうしたらよいか。
・モデル的な取組がまず必要ではないか。
２　救急医療機関における対応について

　○救急医療機関において適切な精神的ケアを導入するにはどうしたらよいか。

・院内の救急科と精神科の連携をどう確保したらよいか
　　・精神科医のいない救急医療機関では、どのような対応が可能か
　○医師以外のスタッフによる関わりについて

　　・退院後に向けたフォローを行う人材が必要ではないか。

３　地域の精神科医療機関への引き継ぎについて

　○引き継ぎ先の医療機関の選定について
・どういう医療機関に引き継ぐことが適当か。

　○紹介・引き継ぎの方法等について

　　・受診漏れを防ぐには、どうしたらよいか。

○対象となる未遂者について
・モデル的に取り組む場合に、対象者はどのような人が適当か。
４　救急医療機関退院後の対応について

　○救急医療機関が地域の精神科医療機関に引き継いだ後のフォローは必要か。

　　・受診の有無や、継続した治療等の状況を確認する必要はないか。

　○医療機関以外の機関はどのように関われるか。
　　・保健所や福祉事務所など、福祉保健サービスや経済的支援を行う機関との連携や支援が必要ではないか。

５　その他
　　・モデルを実施する場合には、どのような医療機関が適当か。
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